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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

か け は し

南丹ねこネットワーク（NNN）の皆さん南丹ねこネットワーク（NNN）の皆さん

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 南丹ねこネットワーク（NNN）　 南丹ねこネットワーク（NNN）
■■ ６月議会ではこんなことが決まりました６月議会ではこんなことが決まりました
■■ 常任委員会ではこんな議論になりました常任委員会ではこんな議論になりました
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（
取
材
者
／
木
村
・
下
間
）

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
際
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
は
費
用
が
か

か
り
自
己
負
担
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
。
財
政
的
な
支
援
も
願
っ
て
い
ま
す

が
、
「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
じ

て
、
猫
が
好
き
な
人
も
嫌
い
な
人
も
良
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

望
み
ま
す
。

動
物
愛
護
の
活
動
は
、
協
働
と
継
続
が
大
切
で

す
。
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
共
に
活
動
し
、
発

信
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
猫
に
も
人
に

も
や
さ
し
い
社
会
を
目
指
し
て
一
過
性
な
取
り
組
み

で
は
な
く
、
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
内
で
の
保
護
猫

の
譲
渡
会
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
場
の
提

供
や
イ
ベ
ン
ト
支
援
な
ど
も
考
え
て
い
た
だ
き
、
末

永
く
続
く
「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

地
域
に
い
る
野
良
猫
等
を
捕
獲
保
護
し
て
、
動
物

病
院
で
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
、
地
域
の
猫
と
し

て
元
に
戻
す
活
動
「
Ｔ※

Ｎ
Ｒ
」
や
猫
の
保
護
活
動
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
生
き
物

で
あ
る
猫
助
け
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
助
け
、
猫
の

異
常
繁
殖
や
事
故
死
・
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｎ
Ｎ
の
活
動
を
広
め
る
こ
と
で
「
命
を
無
駄
に

し
な
い
・
救
え
る
命
を
大
切
に
す
る
」
取
り
組
み
を

広
め
、
「
猫
に
も
人
に
も
や
さ
し
い
社
会
」
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｒ
を
実
践
す

る
場
合
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協
力
が
必
要
で
す
。

手
術
ま
で
の
猫
の
預
か
り
や
手
術
前
後
の
搬
送
な

ど
、
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
っ
た
り
、
不
要
に

な
っ
た
猫
フ
ー
ド
や
猫
ト
イ
レ
用
品
を
授
受
で
き
る

以
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
Ｔ
Ｎ
Ｒ
や
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
通
じ

て
知
り
合
い
ま
し
た
。
交
流
す
る
中
で
、
個
人
の
取

り
組
み
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
仕
事
な
ど
の
兼
ね

合
い
が
あ
り
活
動
に
限
り
が
出
て
き
ま
す
が
、
お
互

い
が
協
力
・
連
携
す
る
こ
と
で
活
動
を
広
め
持
続
化

で
き
る
と
考
え
て
、
今
年
「
南
丹
ね
こ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
（
Ｎ
Ｎ
Ｎ
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

昨年「にゃんたん市プロジェクト」
が立ち上げられた中、身近な生き物と
の関わりを大切にし、「共生」を考え
ながら市内で命を大切にする活動を進
められている皆さんにお話をお聞きし
ました。

「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
連
携
し
な
が
ら　

　
猫
に
も
人
に
も
や
さ
し
い
社
会
を
目
指
し
た
い
。仕

組
み
も
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

手術を終え元の場所に戻す地域に戻った猫

地域で暮らす猫耳カットは不妊・去勢済み

※
Ｔ
Ｎ
Ｒ
と
は
…
捕
獲
器
な
ど
で
野
良
猫
を
捕
獲
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｐ
）
し
、
不

　
妊
・
去
勢
手
術
（
Ｎ
ｅ
ｕ
ｔ
ｅ
ｒ
）
を
行
い
、
元
の
場
所
に
戻
す
（
Ｒ

　
ｅ
ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
）
こ
と
。

市議会だより　かけはし70号　2023.7 2市議会だより　かけはし70号　2023.73 23

南丹ねこネットワーク
（通称 NNN）
代表　笠

か さ い
井　祐

ゆ り
里さん

訪　問
『頑張る人たち』

共に活動されている皆さん



Pick Up!

1

電力・ガス・食料品等の価格高騰により仕入れ価格が上昇し、厳
しい経営状況にある小規模企業者等の負担軽減を図るために支援さ
れます。予算額1530万円。

電力・ガス・食料品等の価格高騰によって生活費の負担が増大す
る中、家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、国の地方
創生臨時交付金を財源に、1世帯当たり3万円が支給されます。

物価高騰の影響を特に受ける児童扶養手当受給者や住民税均等割
非課税の子育て世帯等を対象に、児童1人当たり5万円が支給され
ます。特別給付金の予算額は3755万円。

小規模企業者物価高騰対策支援事業（市独自分）

非課税世帯を支援　物価高騰で家計の負担増のため

低所得の子育て世帯を支援、特別給付金支給

Pick Up!

5

Pick Up!

7

Pick Up!

8

Pick Up!

2

物価高騰により、小・中学生の保護者の負担を軽減するため、年
間負担の3分の1相当額を対象保護者に支給するものです。支給額
は1人当たり小学生1万5千円、中学生1万6千円。給食費の保護者
負担金（1人1食当たり小学生260円、中学生300円）には、変更
ありません。

小・中学校給食費保護者負担を軽減

6年度から「森林環境税」が導入されるのに伴い、国民1人当た
り年額1千円を個人住民税均等割の枠組みを用いて国税として賦課
徴収するため、市税条例の一部が改正されました。

森林環境税導入に伴い、市税条例を一部改正

小学校のランチルーム

物価高騰

事業者支援

補助金に関するチラシ（抜粋）

子育て支援

環境保全

穀物価格の上昇等によって配合飼料価格等の高騰が長期化し、畜
産経営を圧迫していることから、影響を受ける畜産農家に対して、
交付金が支給されます。予算額5200万円。

農業者緊急支援事業（市独自分）
Pick Up!

4

エネルギー価格の高騰の影響により厳しい経営状況にある市内の
中小企業者等の事業継続と経営改善を図るため、省エネ機器（省エ
ネ改善効果の確認できるもの）等導入に係る経費について補助され
ます。上限30万円（補助率4分の3以内）。

省エネ機器等導入支援事業（市独自分）
Pick Up!

6

「電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に
関する法律」の改正で、電子証明書のスマートフォンへの搭載が可
能となったことに伴い、市印鑑条例の一部が改正されます。スマー
トフォンを使ってコンビニ等で印鑑証明書が取得できます。

スマホで証明書の取得が可能　印鑑条例改正
Pick Up!

9

マイナンバーカード使用端末

Pick Up!

3

新庁舎の事務机、文書保管キャビネット合わせて751台を購入
する契約を承認しました。契約金額は3342万9千円。契約の相手
は、コクヨマーケティング株式会社関西支社です。

新庁舎の備品購入契約を承認

完成が近い新庁舎

高騰する飼料
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6月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  報告・・・・・・
◆  議案・・・・・・

12件
25件

会期　6 月 2 日〜 6 月 28 日

今号では、この中から次の
９つをピックアップします。



総
務 

常
任
委
員
会

給
食
費
を
補
助　
保
護
者
負
担
軽

減
へ補

助
の
対
象
や
金
額
は
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
り
生
活
費
の
負
担
が

増
大
し
て
い
る
中
、
給
食
費
の
保

護
者
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
市
内
の
小
中
学
校
の

保
護
者
に
対
し
て
、
年
間
給
食
費

の
３
分
の
１
相
当
額
を
補
助
す

る
。

新
庁
舎
事
務
机
等
を
メ
ー
カ
ー
か

ら
購
入

市
外
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
購
入
と

な
っ
た
経
緯
は
。

新
庁
舎
に
設
置
す
る
事
務
机
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
、
建
築
と
一
体

的
で
あ
り
、
建
築
意
匠
な
ど
と
の

関
連
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
メ
ー

カ
ー
品
指
定
で
の
発
注
と
し
た
。

ま
た
、
大
量
の
品
数
で
あ
り
、

確
実
な
納
入
を
図
る
た
め
、
直
接

メ
ー
カ
ー
か
ら
の
調
達
と
し
た
。

日
吉
町
志
和
賀
地
区
の
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
を
統
合

統
合
の
効
果
は
。

中
長
期
的
に
見
た
場
合
、
維
持

管
理
費
等
の
削
減
に
よ
り
、
統
合

し
た
方
が
有
利
で
あ
る
。

雪
害
に
よ
る
林
道
、
作
業
道
等
を

修
復積

雪
に
よ
る
浄
水
施
設
の
フ
ェ

ン
ス
等
の
破
損
が
多
い
が
、
今
後

事
前
に
周
辺
の
伐
採
を
す
る
考
え

は
。最

近
雪
害
や
台
風
等
で
倒
木
が

多
く
発
生
し
て
い
る
。
目
立
っ
た

も
の
が
あ
れ
ば
早
急
に
伐
採
す

る
。

バ
イ
オ
マ
ス
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
予

定
今
年
度
バ
イ
オ
マ
ス
サ
ミ
ッ
ト

を
開
く
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

今
後
、
集
客
方
法
や
発
信
内
容

等
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

置
き
去
り
の
防
止
に
向
け
て

保
育
所
等
の
送
迎
バ
ス
、
置
き

去
り
防
止
装
置
の
運
用
手
順
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

バ
ス
の
運
転
手
が
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
た
時
点
で
車
内
の
警
報
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
鳴
り
、
車
内
最
後
部

の
ボ
タ
ン
を
押
し
て
停
止
さ
せ
る

が
、
そ
の
間
に
運
転
手
が
車
内
に

お
け
る
児
童
の
不
在
確
認
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

知
井
託
児
事
業
を
支
援

知
井
振
興
会
で
の
託
児
事
業
に

対
す
る
本
市
支
援
の
内
容
と
託
児

事
業
の
概
要
は
。

本
市
か
ら
託
児
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費
、
物
品
購
入
費
、
事
務
費
等

を
支
援
す
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
合
計

７
人
で
常
時
２
名
体
制
を
取
り
、

託
児
時
間
は
午
後
４
時
半
か
ら
７

時
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
最
大
で

７
人
の
児
童
が
利
用
さ
れ
て
い

る
。

消
防
ポ
ン
プ
車
更
新

更
新
す
る
の
は
ど
の
支
団
か
。

ま
た
、
購
入
の
頻
度
、
車
両
の
種

類
の
決
定
は
。

今
回
は
日
吉
支
団
で
あ
る
。
消

防
車
両
の
更
新
は
毎
年
１
台
か
ら

多
く
て
も
８
台
。
更
新
す
る
車
両

は
、
基
本
的
に
は
現
有
車
両
と
同

程
度
で
あ
る
が
、
地
元
消
防
団
の

希
望
に
沿
っ
て
軽
車
両
へ
の
変
更

も
可
能
で
あ
る
。

猫
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

動
物
愛
護
事
業
の
猫
不
妊
・
去

勢
手
術
補
助
の
内
容
は
。
ま
た
本

市
「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
進
め
方
は
。

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
に
対
し

て
は
、
個
人
及
び
保
護
団
体
か
ら

の
申
請
に
対
し
、
１
件
６
千
円
、

１
２
５
件
を
想
定
し
て
い
る
。

保
護
団
体
と
連
携
し
、
不
妊
・

去
勢
手
術
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
・

猫
の
譲
渡
会
の
取
り
組
み
を
、

「
に
ゃ
ん
た
ん
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
支
援
し
て
い
く
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

厚
生 

常
任
委
員
会

市長が予算案や条例案を提案します。議員は
その説明を受け、質問することができます。

最後に、各議案について、賛成か反対か議員
全員で決定します。

本会議で市長が提案した議案について専門分
野に分かれて、詳しく質疑をします。

本 会 議

委員会

備品発注も済み、開庁が近い新庁舎置き去り防止装置が付く送迎バス

志和賀農業集落排水施設倒木で壊れたフェンス
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〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました

委員会は何をするところ？

本 会 議 で提案・説明

で議決

で議案審査



小林　　毅 議員 塩貝　孝之 議員反　対 反　対日本共産党南丹市議会議員団 新風会

河野　啓介 議員 小林　　毅 議員反　対 反　対日本共産党南丹市議会議員団 日本共産党南丹市議会議員団

市役所は、南丹市で最大の事業所であ

る。市役所の発注・投資のあり方は、市内

経済に大きな影響を与える。新庁舎備品の

仕様が工事と一体のものであること、速や

かな納品を理由にメーカーからの直接購入

が提案されているが、メーカーの製品を市

内業者が受注して取り次ぐことは可能であ

るし、地元業者育成の観点からも市内業者

を排除すべきではない。

ありえない契約であると思っており、到底

認めることはできない。契約の相手方は市外

業者であり、市内業者を選択しなかった正当

性はない。関連する備品購入に関し約70%

の4500万円余りが市外業者に発注されてい

る。何十年かに一度あるかないかの大型事業

を市外業者に発注し、市内の事業者を大切に

思わない姿勢は大きく改めるべきである。

■ 5年度南丹市新庁舎備品の購入

スマートフォンにより多機能端末が設置さ

れた店舗で印鑑証明を取得できるが、アンド

ロイド搭載のスマートフォン所有がその条件

となる。マイナカードそのものに不具合が露

見しており、慎重な取り組み、根本的な見直

しを求める声が高まっている。拙速に取得を

誘導してしまうような制度を推進することに

は賛成できない。

6年度から導入される森林環境税を、市が

住民税と併せて1千円徴収し国に納入するこ

とになる。5年度で期限切れになる東日本大

震災を機に導入されてきた復興特別住民税1

千円を看板を変えて取り続けるもので、本来

住民税が一人1千円減税になったのである。

森林環境税の財源は、当初予定通り、国や

CO₂巨大排出先が引き受けるべきもの。

■ （報告）南丹市印鑑条例の一部改正 ■ 南丹市税条例の一部改正

案　　件 結果
（報告）南丹市税条例の一部改正

承認

（報告）南丹市都市計画税条例の一部改正
（報告）南丹市国民健康保険税条例の一部改正
（報告）南丹市国民健康保険条例の一部改正
（報告）4年度南丹市一般会計補正予算（第8号）
（報告）4年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）
（報告）5年度南丹市一般会計補正予算（第1号）
南丹市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

可決

南丹市農業集落排水処理施設条例の一部改正
南丹市地域情報通信基盤整備基金条例の廃止
5年度南丹市消防ポンプ自動車の購入
南丹市道路路線の認定
南丹市道路路線の変更
5年度南丹市一般会計補正予算（第2号）
5年度南丹市水道事業会計補正予算（第1号）
5年度南丹市下水道事業会計補正予算（第1号）
南丹市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
4年度（債務負担）南丹市国際交流会館大規模改修工事請負契約の変更
5年度殿田中学校長寿命化改修工事請負契約
3年度（債務負担）南丹市新庁舎建築工事（建築工事）請負契約の変更
3年度（債務負担）南丹市新庁舎建築工事（電気設備工事）請負契約の変更
胡麻郷財産区管理会委員の選任につき同意を求めること

同意

五ケ荘財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
世木財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
字南・字北・字中・字河内谷・字江和・字田歌・字芦生・字白石・字佐々里財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
知井財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
平屋財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
宮島財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
鶴ケ岡財産区管理会委員の選任につき同意を求めること
大野財産区管理会委員の選任につき同意を求めること

賛成全員で可決した議案

会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
南丹市議会議員団 公明党 新風会
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（報告）南丹市印鑑条例の一部改正 承認 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

南丹市税条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

5年度南丹市新庁舎備品の購入 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ×

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案 〈 ○は賛成　×は反対 〉
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取り組みの一歩になるチャンスと捉えたい
全市一律の多言語化システムの利活用を

本
市
に
お
け
る
多
言
語

対
応
に
つ
い
て
提
案
す

る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ

た
多
言
語
対
応
の
ソ
フ
ト

が
あ
る
。
特
定
の
ア
プ
リ

は
必
要
な
く
、
皆
さ
ん
が

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
写
真

を
撮
る
と
、
観
光
案
内

や
、
ご
み
の
出
し
方
な

ど
、
撮
っ
た
人
の
カ
メ
ラ

の
言
語
に
合
わ
せ
て
変
換

し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
が
ば
ら
ば
ら
に
い

ろ
ん
な
多
言
語
の
対
応
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
様
式

も
ば
ら
ば
ら
に
な
り
、
お

金
も
も
っ
た
い
な
い
。

こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

使
っ
た
多
言
語
対
応
と
い

う
の
は
、
外
国
の
方
だ
け

で
は
な
く
、
目
に
障
害
の

あ
る
方
で
も
、
付
き
添
い

の
方
な
ど
に
写
真
を
撮
っ

て
い
た
だ
く
と
、
文
章
を

読
ま
な
く
て
も
、
そ
の
文

字
を
全
部
読
み
上
げ
て
く

れ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
、

グ
ー
グ
ル
の
翻
訳
機
能
な

ど
も
生
か
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
た
が
、
手

軽
な
内
容
を
提
案
い
た
だ

い
た
。
十
分
研
究
し
、
具

体
的
に
そ
う
い
う
こ
と
を

地
域
的
に
活
用
し
て
い
る

所
が
既
に
あ
れ
ば
、
視
察

も
し
な
が
ら
勉
強
し
、
多

言
語
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
歩
に
な
る
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
い
。

・教育現場における今後の感
　染症対策について
・本市の事業所支援について
・消防団組織について

塩貝　孝之  議員
新風会

A
Q

その他の質問

スマホのカメラをかざして見てください

シティプロモーションの観点からも有効である
本市ゆかりの偉人を知ってもらうことが重要では

偉
人
漫
画
の
作
成
事
業

と
し
て
井
上
堰え
ん
す
い
お
う

水
翁
の
漫

画
が
作
成
さ
れ
た
が
、
そ

の
活
用
状
況
は
。

５
年
間
の
利
用
を
想
定

し
て
６
千
部
作
成
し
、
府

内
近
隣
の
自
治
体
、
図
書

館
に
送
付
し
、
市
民
の
要

望
に
応
じ
て
、
社
会
教
育

課
で
配
布
し
て
い
る
。

井
上
堰
水
翁
以
外
の
多

く
の
偉
人
も
広
く
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
が
。

本
市
に
は
多
く
の
偉
人

が
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら

の
方
を
ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
。
偉
人
漫

画
の
事
業
の
補
助
金
は
一

回
限
り
な
の
で
、
偉
人
に

焦
点
を
当
て
た
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。　よ

り
活
気
の
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を

考
え
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。井

上
堰
水
翁
の
漫
画
を

原
作
と
し
た
ド
ラ
マ
の
誘

致
活
動
な
ど
し
て
は
。

以
前
、
内
藤
ジ
ョ
ア
ン

に
つ
い
て
構
想
を
練
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
彼
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
ゆ
え
迫
害
を
受

け
国
外
追
放
と
な
っ
た

が
、
マ
ニ
ラ
で
地
域
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
尽
く
し
、

そ
の
生
涯
を
終
え
て
い

る
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
は
あ

る
と
考
え
る
。
本
市
ゆ
か

り
の
多
数
の
偉
人
に
つ
い

て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

・南丹みやま診療所の今後に
　ついて
・本市の教育について

若井　睦巳  議員
活緑クラブ

A
Q

その他の質問

井上堰水翁の像

７月以降、5年度内の医師は内定した
中村医師が6月末で辞任されるが後任医師は？

入
院
病
床
休
止
の
経
緯

と
辞
任
に
至
る
経
緯
。
併

せ
て
、
後
任
の
医
師
は
。

入
院
休
止
は
中
村
医
師

の
体
調
不
良
も
あ
り
３
名

の
医
師
の
意
向
も
踏
ま
え

決
定
し
た
。
４
月
末
に
中

村
医
師
か
ら
「
他
の
病
院

か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
あ
る
。

入
院
病
床
再
開
な
ら
残

る
」
と
の
条
件
で
あ
っ

た
。当

面
、
年
度
内
の
医
師

は
内
定
し
た
。
６
年
度
以

降
の
医
師
確
保
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

前
立
腺
が
ん
検
診
の
再
開
を

市
民
検
診
で
の
前
立
腺

が
ん
検
診
を
再
開
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

公
的
な
予
防
対
策
と
し

て
推
奨
さ
れ
る
検
査
方
法

等
が
示
さ
れ
れ
ば
実
施
を

検
討
す
る
。

停
電
対
策
と
し
て
、
電
柱

の
移
設
を

日
吉
町
牧
山
や
美
山
町

音
海
は
台
風
や
雪
害
で
倒

木
に
よ
る
停
電
が
多
発
し

て
い
る
。
音
海
へ
の
ア
ク

セ
ス
市
道
は
２
路
線
あ

る
。
倒
木
が
多
発
し
て
い

る
市
道
沿
い
の
電
柱
を
移

設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

予
防
伐
採
と
併
せ
て
電

柱
の
移
設
を
関
西
電
力
送

配
電
㈱
に
要
望
し
て
い

く
。

・旧山村留学センター「四季
　の里」の跡地活用について
・全国都市緑化フェアについ
　て

小中　　昭  議員
つなぐ

A
Q

その他の質問

南丹市の医療の要、南丹みやま診療所

Q　本会議は年に何回？
Ａ　年４回（３月・６月・９月・１２月）の定例会があります。
　　また、必要がある場合にその案件に限り招集される
　　臨時会もあります。
Q　議員は議会がない時、何をしている？
Ａ　①議決責任や説明責任を果たすため、議案の精読や
　　　調査を行っています。
　　②相談への対応、請願の紹介など、市民の皆さんの
　　　声を直接伺っています。
　　③各種委員会や議会外部の会議に参加しています。
　　④政策課題の解決に向けた調査研究を行っています。

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市に対して質問を行います。
（P10～18の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映
像配信」にアクセスするか、スマー
トフォンやタブレットでQRコード
を読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間17人の
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施策効果は少しずつ出ているが、まだ力不足
総合振興計画中間点で人口・土地利用の評価は

２
０
１
８
年
か
ら
始

ま
っ
た
総
合
振
興
計
画
の

中
間
点
で
、
人
口
フ
レ
ー

ム
と
土
地
利
用
構
想
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

人
口
は
、
計
画
の
想
定

よ
り
も
早
く
減
少
が
進
ん

で
い
る
。
転
出
の
抑
制
と

転
入
の
促
進
、
出
生
率
の

向
上
、
健
康
寿
命
の
延
長

が
必
要
で
あ
る
。

土
地
利
用
構
想
で
は
、

拠
点
と
な
る
と
こ
ろ
が
い

く
つ
も
あ
る
。
美
山
文
化

村
、
日
吉
ダ
ム
周
辺
、
る

り
渓
一
帯
な
ど
拠
点
と
し

て
力
を
つ
け
て
い
く
。
市

街
地
ゾ
ー
ン
で
も
、
周
辺

の
自
然
と
歴
史
遺
産
を
活

用
し
て
、
新
た
な
整
備
な

ど
も
進
め
て
い
く
。

７
年
度
ま
で
の
中
期
財

政
計
画
が
今
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
。
税
収
と
地
方

交
付
税
は
減
少
し
、
基
金

残
高
も
減
っ
て
い
く
。
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
か
。

人
口
減
少
が
進
む
中
、

市
税
収
入
が
減
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
合
併
に
伴

う
普
通
交
付
税
の
有
利
な

算
定
は
終
了
し
て
お
り
、

合
併
特
例
債
も
７
年
度
で

期
限
を
迎
え
る
。

こ
の
た
め
、
歳
入
増
を

目
指
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
強
化
し
て
い
く
。
歳
出

で
は
、
施
設
の
さ
ら
な
る

集
約
や
、
補
助
金
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
見
直
し

も
必
要
と
な
る
。
厳
し
い

財
政
状
況
だ
が
、
立
ち
向

か
っ
て
将
来
の
礎
を
築
い

て
い
く
。・中期財政計画

・府の地域振興計画と本市施
　策の連携
・府道竹井・室河原線整備

木村　　裕  議員
新風会

A
Q

命に関わる診療が空白にならないよう努力する
南丹みやま診療所の運営は大丈夫なのか

突
然
、み
や
ま
診
療
所

の
医
師
が
辞
職
す
る
と
発

表
さ
れ
た
。新
聞
記
事
で

は
、辞
職
を
決
め
た
主
な

原
因
は
入
院
病
床
を
再
開

し
な
い
市
の
姿
勢
に
あ
る

と
報
道
さ
れ
た
が
、辞
職

に
至
っ
た
原
因
や
経
緯
は
。

入
院
病
床
を
復
活
さ
せ

る
と
約
束
が
な
け
れ
ば
６

月
末
を
も
っ
て
辞
め
る
と

４
月
28
日
に
言
わ
れ
た
。

い
ろ
い
ろ
聞
く
と
、
次
の

赴
任
先
よ
り
７
月
か
ら
来

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
既
に
派
遣
元
の

京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
退
職
願
が
出
さ
れ

て
い
る
。

労
働
負
担
の
重
さ
と
給

与
が
釣
り
合
っ
て
い
な
い

こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
給
与
等

の
待
遇
は
十
分
で
あ
っ
た

の
か
。

医
師
か
ら
の
希
望
額
は

ク
リ
ア
し
て
き
た
。額
は
言

え
な
い
が
、大
き
な
病
院
の

院
長
ク
ラ
ス
の
手
当
に
相

当
す
る
金
額
を
財
政
は
厳

し
い
が
出
し
て
い
た
。

今
年
度
、
船
井
医
師
会

の
医
師
に
お
世
話
に
な
れ

ば
、
そ
の
先
生
の
患
者
や

地
域
に
し
わ
寄
せ
の
心
配

は
な
い
の
か
。

突
発
的
な
事
態
に
対
応

し
て
、
今
回
、
船
井
医
師

会
の
医
師
が
「
何
と
か
協

力
で
き
た
ら
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
各
方
面
に
お

願
い
し
て
医
師
確
保
に
努

め
、
診
療
所
が
空
白
に
な

ら
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

・JR山陰本線の減便問題に 
　ついて
・園福線バス問題について
・不適切保育について

仲村　　学  議員
新誠会

A
Q

その他の質問

医療スタッフ確保が課題の南丹みやま診療所

原発、核兵器を考える上で大変有意義な機会
G7サミット参加者が広島を訪れたが

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
主
要
国

首
脳
会
議
が
、
広
島
で
開

催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
時

間
を
か
け
て
原
爆
資
料
館

を
見
学
し
て
、
原
爆
ド
ー

ム
で
献
花
を
行
い
、
犠
牲

者
の
ご
冥
福
と
平
和
を
祈

念
さ
れ
た
。
こ
の
訪
問
は

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と

思
う
が
。

原
爆
慰
霊
碑
に
そ
れ
ぞ

れ
献
花
さ
れ
た
こ
と
で
、

平
和
の
願
い
を
世
界
に
発

信
で
き
た
。
ま
た
、
原
爆

資
料
館
の
見
学
に
時
間
を

か
け
て
行
い
、
非
常
に
悲

惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
首
脳
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。
原
爆
、
核

兵
器
を
考
え
て
い
く
上
で

も
大
変
有
意
義
な
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

広
島
訪
問
が
機
会
と
な

り
、
核
兵
器
の
削
減
へ
の

取
り
組
み
が
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
一
人
一

人
の
心
の
中
に
平
和
と
い

う
心
を
育
て
る
こ
と
が
、

遠
回
り
の
よ
う
で
あ
る
が

一
番
近
い
と
思
う
。
私
も

一
度
、
原
爆
資
料
館
を
見

学
し
た
。
あ
ま
り
に
も
ひ

ど
い
状
況
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
日
本
で
な
い

と
、
ま
た
、
広
島
で
な
い

と
で
き
な
い
取
り
組
み
で

あ
り
、
大
変
意
義
が
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の

広
島
で
の
Ｇ
７
を
糧
と
し

て
、
今
後
の
核
軍
縮
に
向

け
て
の
世
界
の
動
き
に
期

待
し
た
い
。

・国保南丹みやま診療所医師
　の問題について
・鳥獣被害対策について

木戸　徳吉  議員
公明党

A
Q

その他の質問

G7サミット（首相官邸HPから）

その他の質問

総合振興計画の枠組み

南丹市が夕張市のようになってはいけない
〝大ナタ〟の前に南丹市発足17年の検証が必要

市
長
は
３
月
議
会
で
、

「
歳
入
に
見
合
っ
た
財
政

規
模
と
な
る
よ
う
、
大
ナ

タ
を
振
る
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
４

町
が
合
併
し
南
丹
市
が
発

足
し
て
17
年
が
経
っ
た
。

旧
町
役
場
の
衰
退
、
小
学

校
の
廃
校
。
そ
し
て
今
、

「
み
や
ま
診
療
所
」
が
ピ

ン
チ
。
〝
命
の
平
等
〟
が

問
わ
れ
る
事
態
だ
。

こ
う
し
た
中
で
、
人
口

の
す
さ
ま
じ
い
減
少
が
起

こ
っ
て
い
る
。
17
年
間
で

美
山
34
・
７
％
、
日
吉

27
・
７
％
、
八
木
21
・

８
％
の
減
少
だ
。
大
ナ
タ

を
振
る
う
前
に
、
本
市
発

足
17
年
を
検
証
し
、
展
望

を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
。

夕
張
市
の
よ
う
に
財
政

が
破
綻
し
借
金
が
膨
ら
ん

で
し
ま
う
と
、
国
の
管
理

下
に
よ
り
、
公
共
料
金
は

上
げ
ら
れ
、
市
職
員
は
強

制
的
に
削
減
。
給
与
も

カ
ッ
ト
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん

底
に
落
ち
て
し
ま
う
。
本

市
も
そ
う
な
っ
て
は
い
け

な
い
。

も
と
も
と
財
政
基
盤
が

ぜ
い
弱
な
４
町
が
合
併
し

て
市
に
な
っ
て
も
、ぜ
い
弱

な
財
政
基
盤
は
変
わ
ら
な

い
。国
か
ら
の
交
付
税
の

上
積
み
が
な
く
な
り
、人

口
減
少
に
よ
る
市
税
収

入
の
大
幅
減
少
の
中
、ま

ち
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、ど
う
し
て
も
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・市長の「息の根を止める」 
　発言は許されない
・加齢性難聴者への補聴器購
　入助成を求める
・高齢者世帯へのエアコン設
　置助成の検討を

小林　　毅  議員
日本共産党南丹市議会議員団

A
Q

その他の質問

今秋「構造改革プラン」を予定
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共同提案者と共に事業計画の詰めを行っている
脱炭素先行地域認定に向けた申請の進捗状況は

本
市
の
80
％
以
上
あ
る

森
林
の
木
質
資
源
を
使
い

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み
を
し
て
は
。

美
山
文
化
村
で
は
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
働
し
て

い
る
が
、
木
質
資
源
の
活

用
は
安
定
し
た
供
給
と
生

産
コ
ス
ト
が
課
題
と
な

る
。
小
ロ
ッ
ト
で
の
生

産
・
使
用
が
で
き
れ
ば
可

能
か
も
し
れ
な
い
が
、
広

範
囲
で
は
厳
し
い
と
考
え

て
い
る
。

本
市
で
生
産
さ
れ
た
有

機
た
い
肥
も
有
益
な
資
源

と
考
え
る
。
他
市
と
連
携

し
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
。

本
市
の
た
い
肥
や
八
木

バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
液
肥
な
ど
は
亀
岡

市
や
京
丹
波
町
、京
都
市

な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
る
。

ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

一
般
廃
棄
物
の
処
理
運

搬
費
が
増
大
し
て
い
る
。

近
隣
で
の
処
理
連
携
を
一

考
し
て
は
。

現
在
は
亀
岡
市
や
三
重

県
の
民
間
事
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。
費
用
抑
制
の

た
め
に
事
業
者
と
情
報
交

換
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
考
え
、
時
期
は
示

せ
な
い
が
処
理
の
方
向
性

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。・高齢者の免許返納支援につ

　いて

下間　康広  議員
活緑クラブ

A
Q

情報収集や勉強を行い検討する
農業でのJクレジット制度の周知を図っては

農
業
分
野
で
の
Ｊ
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
農
家
の
所
得
向
上

に
も
つ
な
が
る
。
本
市
と

し
て
旗
を
振
っ
て
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
表
明
や
広
報
を
し
て

は
。担

当
者
が
確
信
を
持
た

な
い
と
、
支
援
す
る
た
め

に
前
へ
進
ま
な
い
と
思
う

の
で
早
急
に
学
び
、
方
策

を
検
討
し
表
明
す
る
よ
う

な
取
り
組
み
で
あ
れ
ば
、

旗
を
掲
げ
る
よ
う
に
考
え

て
い
く
。

本
市
の
知
名
度
を
国
内
外

へ
広
め
る
た
め
の
活
動
を

文
化
観
光
大
使
の
よ
う

な
広
報
活
動
を
学
生
の
集

う
ま
ち
で
あ
る
特
徴
を
生

か
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
と

し
て
学
生
を
任
命
し
広
報

と
し
て
情
報
発
信
し
て

は
。文

化
観
光
大
使
枠
を
若

干
広
げ
、
産
業
分
野
で
活

躍
い
た
だ
い
た
方
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。
学
生
に

関
し
て
は
、
任
命
す
る
方

法
よ
り
登
録
制
で
自
主
的

に
広
報
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
法
を
検
討
し

て
い
る
。・ふるさと納税事業について

・農林商工部の今後について
・脱炭素先行地域の申請につ
　いて

堤　　博明  議員
新誠会

A
Q

その他の質問

バイオ炭の散布

人権を尊重しながら検討し、方向性を決定する
共生社会実現へ　多様な人による組織づくりを

市
内
に
在
住
す
る
外
国

人
の
現
状
や
支
援
の
取
り

組
み
、
課
題
は
。

４
年
12
月
現
在
で
４
４

７
人
。
５
年
前
の
２
８
７

人
か
ら
大
き
く
増
加
。
市

国
際
交
流
協
会
に
、
就
労

や
保
育
の
支
援
、
日
本
語

教
室
や
防
災
、
交
通
防
犯

に
つ
い
て
の
教
室
、
災
害

時
要
配
慮
者
支
援
台
帳
へ

の
登
録
案
内
、
申
請
書
の

多
言
語
化
、
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
配
布
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
。課

題
は
、
情
報
の
提

供
、
現
状
の
把
握
、
多
国

籍
化
に
よ
る
多
言
語
個
別

対
応
等
で
あ
る
。

市
と
し
て
の
支
援
方
針

や
全
体
的
な
計
画
は
。

人
権
条
例
を
制
定
し
、

共
生
社
会
実
現
に
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
な
ど
理

念
的
に
は
計
画
の
中
に
盛

り
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

を
具
体
化
す
る
本
格
的
な

計
画
は
な
い
。

国
際
理
解
、
外
国
人
支

援
を
進
め
る
た
め
に
は
、

当
事
者
で
あ
る
外
国
の
方

や
雇
用
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
が
、
多
様
な

観
点
か
ら
検
討
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
。

人
権
の
審
議
会
で
、
人

権
尊
重
の
立
場
か
ら
多
岐

に
わ
た
り
検
討
で
き
る
よ

う
な
方
向
づ
け
を
進
め
て

い
き
た
い
。

・ふるさと納税について

吉田　尋子  議員
つなぐ

A
Q

その他の質問

外国人を対象にした交通安全教室

生徒ありき、児童ありきの教育を進めたい
新教育長として、どのような教育を進めるのか

将
来
を
担
う
本
市
の
児

童
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
人

間
像
を
求
め
、
ど
の
よ
う

な
教
育
を
進
め
る
の
か
。

私
の
教
育
理
念
は
生
徒

あ
り
き
、
児
童
あ
り
き
の

教
育
を
進
め
る
こ
と
で
あ

る
。
求
め
る
人
間
像
と
し

て
は
、
ま
さ
に
本
市
の
目

指
す
市
民
像
が
、
目
指
そ

う
と
す
る
生
徒
像
で
あ

る
。教

育
の
基
盤
と
し
て
人

権
教
育
を
位
置
づ
け
、
学

校
教
育
で
は
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
人
間
性
、
健

康
と
体
力
の
３
つ
の
要
素

か
ら
生
き
る
力
を
育
む
。

さ
ら
に
、
学
ぶ
意
欲
や

自
分
の
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
主
体
的
に
判

断
、
行
動
し
、
よ
り
良
く

問
題
解
決
す
る
資
質
や
能

力
を
意
味
す
る
確
か
な
学

力
が
で
き
る
教
育
を
進
め

る
。

基
幹
農
道
の
市
道
認
定
は

昨
年
６
月
定
例
会
一
般

質
問
後
の
、
氷
所
地
域
か

ら
神
吉
地
域
を
結
ぶ
農
業

用
道
路
の
取
り
組
み
と
市

道
転
換
へ
の
認
識
を
市
長

に
問
う
。

道
路
と
し
て
抜
本
的
な

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
内
部
で
市
道
に
切
り

替
え
を
前
提
と
し
た
機
能

保
全
計
画
を
策
定
し
、
整

備
を
進
め
て
い
く
。
今

後
、
計
画
に
基
づ
く
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
、
市
道

認
定
あ
り
き
で
進
め
て
い

く
。

・JR山陰本線減便措置の現
　状について
・現道国道477号について

谷尻　宣雄  議員
つなぐ

A
Q

その他の質問

進められる児童ありきの教育

その他の質問

南丹市バイオマス都市構想
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先生主導保育から子どもが主体の保育への転換
国が示す保育指針に基づいた保育の見直しは

全
国
の
認
可
保
育
所
で

起
こ
っ
て
い
る
暴
行
や
虐

待
と
い
っ
た
不
適
切
な
保

育
に
伴
う
国
の
実
態
調
査

の
結
果
は
。　

本
市
に
お
い
て
は
、「
子

ど
も
を
大
声
で
叱
っ
た
」

と
し
て
１
件
を
報
告
。

人
権
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
遵
守
な
ど
の
職
員
研

修
は
ど
の
よ
う
に
。

外
部
の
専
門
講
師
に
よ

る
各
園
巡
回
研
修
の
実

施
。
保
育
の
質
の
向
上
や

子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む

保
育
、
子
ど
も
一
人
一
人

に
寄
り
添
う
保
育
の
実
践

を
目
指
し
て
保
育
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
全

職
員
共
有
し
て
い
る
。
ま

た
、
府
の
幼
児
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
活

用
し
て
、
１
施
設
年
間
３

回
の
巡
回
指
導
も
実
施
し

て
い
る
。

保
育
の
配
置
基
準
や
休

憩
が
取
れ
な
い
な
ど
の
労

働
環
境
を
見
直
す
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
遇
改

善
が
必
要
と
考
え
る
が
。

保
育
士
が
余
裕
を
持
っ

て
保
育
に
臨
め
る
職
場
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
不

適
切
な
保
育
が
生
じ
や
す

い
物
理
的
な
環
境
を
正
す

と
い
う
意
味
で
、
非
常
に

大
切
で
あ
る
。
保
育
を
望

む
保
護
者
等
が
増
え
て
い

る
中
で
、
待
機
児
童
が
出

て
い
る
の
は
、
ス
ペ
ー
ス

が
あ
っ
て
も
職
員
が
足
り

な
い
か
ら
で
あ
る
。

・部活の地域移行について

平田　聖治  議員
公明党

A
Q

全力で医師の確保を目指す
今後のみやま診療所をどうする？

医
師
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
尽
く
さ
れ

た
の
か
。

な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
話

す
機
会
は
な
か
っ
た
。

休
床
に
至
る
時
点
で
、

再
開
に
向
け
て
の
展
望

は
。年

度
の
途
中
で
あ
り
、

再
開
へ
の
見
通
し
が
立
た

な
い
状
況
だ
っ
た
。

運
営
、
体
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
長
期
的
な
展

望
は
。

医
師
の
来
て
も
ら
い
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
。
医

師
を
経
営
責
任
か
ら
解
放

し
、
働
く
負
担
が
心
身
と

も
に
少
な
い
状
況
を
作

る
。
一
定
の
待
遇
を
保

障
。地

域
医
療
に
対
し
て
府

へ
具
体
的
に
も
っ
と
強
く

要
望
を
。

医
師
の
確
保
が
し
や
す

い
状
況
を
府
に
要
望
す

る
。　
　
　
　
　
　

「
保
険
証
廃
止
」
後
の
医

療
ア
ク
セ
ス

障
が
い
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

そ
の
も
の
が
作
れ
な
い
方

へ
の
対
応
は
。

医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
の
資
格
確
認
の
た
め
の

資
格
確
認
書
が
交
付
で
き

る
。
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
と
き
に
は
、
本
人
か
ら

の
申
請
に
よ
ら
ず
資
格
確

認
書
を
交
付
し
て
い
く
。

・「マイナカード」運営のト
　ラブルについて

河野　啓介  議員
日本共産党南丹市議会議員団

A
Q

その他の質問

7月からの診療所体制

必要面積は満たしており、学校内にある利点も
不十分で格差の大きい施設環境に対する認識は

園
部
第
二
小
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
「
園
部
こ
す

も
す
」
の
施
設
環
境
の
現

状
に
対
す
る
認
識
を
教
育

長
に
聞
く
。

国
が
示
す
児
童
１
人
当

た
り
の
必
要
面
積
の
基
準

は
満
た
し
て
い
る
。
空
き

教
室
を
利
用
し
て
運
営
し

て
い
る
の
で
、
施
設
面
で

は
ど
う
し
て
も
市
内
の
他

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

は
差
が
あ
る
と
思
う
。

一
方
、
学
校
内
に
あ
る

こ
と
で
多
く
の
先
生
の
目

が
届
く
こ
と
や
、
迎
え
の

保
護
者
の
方
と
の
連
携
も

で
き
る
利
点
が
あ
る
。

１
人
当
た
り
の
面
積
で

は
、
市
内
７
施
設
の
中
で

一
番
少
な
い
が
。

あ
く
ま
で
も
国
の
基

準
。十
分
か
ど
う
か
は
、

今
の
基
準
も
含
め
、今
後
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

使
っ
て
い
な
い
教
室
の

活
用
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
専

用
施
設
の
整
備
が
で
き
な

い
か
。

現
状
の
継
続
を
基
本
と

考
え
る
。
施
設
の
建
設

は
、
場
所
の
確
保
や
費
用

の
捻
出
が
課
題
。
今
後
、

人
数
が
大
幅
に
増
え
る
な

ど
の
課
題
が
出
て
き
た
場

合
に
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。以

上
、
教
育
長
の
認
識

で
あ
る
が
市
長
の
考
え

は
。引

き
続
き
可
能
な
方
法

を
模
索
し
て
い
く
が
、
直

ち
に
踏
み
込
ん
だ
答
え
は

で
き
な
い
。

・通学路の安全対策について

山下　秋則  議員
つなぐ

A
Q

その他の質問

「園部こすもす」が開設されている園部第二小校舎

条約理念の具体性を注視することが重要である
子どもの権利条約について市長の見解は

本
市
は
子
ど
も
の
権
利

を
実
現
す
る
た
め
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
か
。

教
育
活
動
全
体
を
通
じ

て一人一人
を
大
切
に
し
た

教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
た
子
ど
も
が
い
る

こ
と
や
、さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
要
因
を
踏
ま
え
て
、

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
市
は
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
確
保
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講

じ
て
い
る
か
。

教
育
現
場
に
お
け
る
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
と

は
、
学
び
の
保
障
や
多
様

な
学
習
機
会
の
確
保
だ
と

考
え
る
。
民
間
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
も
学
校
や
教

育
委
員
会
は
連
携
し
て
お

り
、
多
様
な
学
習
活
動
の

一
つ
の
場
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
個
の
必
要
に
応
じ

た
支
援
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
子
ど
も
た
ち
は

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
理

解
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
の
権
利
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
を

通
し
て
小
・
中
学
校
の
現

場
で
指
導
し
て
い
る
。

本
市
は
子
ど
も
の
権
利

を
守
る
ま
ち
で
あ
る
と
言

え
る
よ
う
な
政
策
を
市
内

外
に
向
け
て
打
ち
出
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
自
然
環
境
を
生

か
し
た
子
育
て
を
ま
ち
全

体
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
。

・ICTサービスの活用につい
　て

樋口　浩之  議員
新誠会

A
Q

その他の質問

その他の質問

南丹市不適切保育防止マニュアル他
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起爆剤になる提言として可能性を検討する
商圏が広い大型店舗「コストコ」の誘致を

３
年
度
に
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
改
定
さ

れ
、
園
部
Ｉ
Ｃ
周
辺
や
八

木
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
、
工
業

用
地
と
し
て
計
画
的
開
発

検
討
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ

た
。
工
場
用
地
に
工
場
誘

致
は
当
然
で
あ
る
が
、
工

場
で
は
な
く
、
商
圏
が
広

く
集
客
力
の
あ
る
大
型
店

舗
「
コ
ス
ト
コ
」
の
誘
致

を
検
討
し
て
は
。

本
市
の
土
地
利
用
は
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
位
置
付
け
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
商
業
施
設

を
誘
致
す
る
場
合
は
、
地

元
の
商
工
業
者
の
理
解
も

必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
園

部
Ｉ
Ｃ
周
辺
や
八
木
東
Ｉ

Ｃ
周
辺
で
面
積
が
確
保
で

き
る
か
と
い
う
課
題
等
も

あ
る
が
、
大
変
面
白
く
、

起
爆
剤
に
な
る
提
言
と
し

て
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ス
ト
コ
誘
致
に
は
半

径
10
㎞
で
50
万
人
等
の
誘

致
条
件
は
あ
る
が
、
満
た

し
て
い
な
く
て
も
誘
致
に

成
功
し
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
亀
岡
市
へ
の
誘
致

は
諸
事
情
に
よ
り
頓
挫
し

た
。
京
都
市
内
も
商
圏
に

入
り
可
能
性
は
十
分
あ

る
。
今
が
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
。
若
い
世
代
も
希
望
を

持
て
る
。
ぜ
ひ
誘
致
を
。

八
木
東
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
面

積
的
な
課
題
と
河
川
改
修

の
課
題
が
あ
り
、
調
整
池

の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

・教育長が目指す本市の教育
　について

村　好高  議員
新誠会

A
Q

災害防止に努力していく
過去の災害を教訓とした本年の防災対策は

梅
雨
・
台
風
の
時
期
に

な
っ
た
が
、
災
害
対
策
の

現
状
と
過
去
の
災
害
を
教

訓
と
し
た
防
災
対
策
は
。

近
年
は
、全
国
的
に
多

く
の
地
域
で
線
状
降
水
帯

が
発
生
し
、集
中
豪
雨
が

発
生
し
て
い
る
。平
成
30

年
に
は
、西
日
本
豪
雨
を

経
験
し
た
。本
市
に
は
、非

常
に
た
く
さ
ん
の
危
険
箇

所
が
あ
り
、一気
に
対
応
す

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
が
、危
険
箇
所
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も

に
、府
に
は
砂
防
ダ
ム
、河

川
の
改
修・し
ゅ
ん
せ
つ
等

を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
危

険
性
が
高
ま
っ
た
と
こ
ろ

は
応
急
的
な
措
置
等
を
す

る
こ
と
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
、
自
治
会
及
び
自

主
防
衛
組
織
と
連
携
し
な

が
ら
災
害
防
止
に
努
め
た

い
。

市
バ
ス
の
運
行
時
間
の
見

直
し
を

本
年
、
Ｊ
Ｒ
が
減
便
さ

れ
学
生
の
通
学
に
影
響
し

て
い
る
と
考
え
る
が
、
減

便
さ
れ
た
時
間
帯
に
市
バ

ス
の
運
行
は
で
き
な
い

か
。利

便
性
を
図
る
具
体
的

な
市
バ
ス
ダ
イ
ヤ
の
取
り

組
み
は
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
来
年
度
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
ダ

イ
ヤ
編
成
に
生
か
し
た

い
。

・農業・畜産・酪農について

村山　好明  議員
活緑クラブ

A
Q

その他の質問

土砂崩れによる片側通行

その他の質問

コストコ誘致のチャンス

６
月
28
日
、
６
月
定
例
会
終
了

後
、
人
権
政
策
課
長
を
講
師
と
し

て
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い

て
」
の
人
権
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
議
員
が
出
席
し
、
「
ケ

ア
ラ
ー　
～
だ
れ
も
が
人
権
尊
重

さ
れ
る
社
会
を
～
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
夕
焼

け
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
の
主
人
公
で
あ
る
中

学
２
年
生
の
女
生
徒
は
、
幼
い
弟

の
世
話
や
家
事
に
追
わ
れ
る
つ
ら

さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
「
家
族
の
こ

と
は
家
族
で
す
る
の
が
当
た
り

前
」
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
、
気

持
ち
を
押
し
殺
し
て
生
活
し
て
い

る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
す
。
お
互

い
を
気
に
か
け
、
人
と
人
と
が
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
ケ
ア
ラ
ー

と
家
族
が
抱
え
る
問
題
解
決
の
糸

口
に
な
る
様
子
を
描
い
て
い
ま

す
。
ケ
ア
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
誰
も
が
ケ
ア
す
る
側
に
も

な
り
ま
す
。
年
齢
や
属
性
を
問
わ

ず
、
共
に
助
け
合
え
る
「
だ
れ
も

が
人
権
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
こ
と
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
後
、
南
丹
市
人
権

教
育
・
啓
発
推
進
協
議
会
の
活
動

及
び
生
理
の
貧
困
解
消
と
理
解
促

進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
人
権
研
修
会
を
終
え
ま
し

た
。

議
員
人
権
研
修
会
を
開
催

「
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
に
議
員
が
出
向
き
、
気

軽
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
相
談
を
伺

い
、
あ
わ
せ
て
議
会
や
行
政
へ
の

意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
を
創
出
す
る
」
と
い
う
目
的

で
、
５
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
園

部
城
祭
り
に
出
向
き
ま
し
た
。

当
日
は
14
名
の
議
員
が
交
代
し

て
対
応
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
試
み
で
し
た
の
で

当
日
を
迎
え
る
ま
で
議
員
ブ
ー
ス

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
か
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
15
組
の
市

民
の
方
と
お
話
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

運
営
側
の
反
省
点
も
見
え
ま
し

た
の
で
、
改
善
し
て
次
の
機
会
へ

つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感

謝
し
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
広
聴
部
会
と
し
て
機
会

の
創
出
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
を
開
催
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市
議
会
だ
よ
り
第
69
号
で
、

次
の
と
お
り
内
容
の
一
部
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

２
ペ
ー
ジ

「
頑
張
る
人
た
ち
」
訪
問
で

の
八
木
町
神か
み
よ
し吉
地
区
の
紹
介
記

事誤
）
約
70
世
帯
２
８
０
名

正
）
約
１
６
０
世
帯
３
４
０
名

令
和
５
年
第
３
回
９
月
定
例

会
か
ら
請
願
・
陳
情
の
締
切
日

が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
変
更
後

　
各
定
例
会
の
開
会
日

　
午
後
５
時
ま
で

全
国
市
議
会
議
長
会
都
市
問
題
に
関
す
る

特
別
委
員
会
委
員
と
し
て
の
功
績
に
対
し
、

前
田
義
明
議
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

請
願
・
陳
情
の
締
切
日

が
変
わ
り
ま
す

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

感
謝
状
贈
呈

感
謝
状
贈
呈

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら

５
月
22
日
、
園
部
小
学
校

６
年
生
１
０
３
名
が
、
社
会

科
学
習
の
一
環
で
市
議
会
議

場
を
見
学
し
、
議
会
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い
て
学
習
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
議
会
事
務
局
職

員
か
ら
議
会
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
聞
い
た
後
、
議
長

席
や
議
員
席
に
座
り
、
議
長

役
の
児
童
の
進
行
で
質
問
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
、
「
子
ど
も

に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

あ
る
の
か
」
や
、
「
市
の
お

金
は
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の

か
」
な
ど
鋭
い
質
問
が
多
く

出
さ
れ
、
参
加
し
た
議
員
ら

が
懸
命
に
答
え
ま
し
た
。

議
場
の
見
学
を
通
じ
て
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

議
場
見
学
で
議
会
の
仕
組
み
を
学
習

〜
園
部
小
６
年
生
〜

園
部
小
学
校
６
年
生
の
児
童
と

議
員
と
の「
意
見
交
流
」が
７
月
５

日
、園
部
小
学
校
で
開
か
れ
、議

会
の
広
報
広
聴
委
員
ら
７
名
が
参

加
し
て
、南
丹
市
の「
理
想
予
算
」

に
つ
い
て
共
に
考
え
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
「
一
市
民

と
し
て
、
南
丹
市
の
未
来
に
つ
い

て
考
え
、
よ
り
よ
い
ま
ち
の
姿
に

つ
い
て
考
え
る
」
こ
と
を
目
的

に
、
税
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

授
業
は
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
議
員
も
各
グ
ル
ー
プ
に

加
わ
っ
て
、
「
子
ど
も
が
生
ま
れ

て
育
つ
ま
ち
」
「
や
っ
て
来
た
く

な
る
ま
ち
」
「
出
て
行
き
た
く
な

い
、
戻
っ
て
き
た
く
な
る
ま
ち
」

の
三
つ
の
視
点
で
、
本
市
の
５
年

度
の
当
初
予
算
を
参
考
に
、
理
想

予
算
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ま
と

め
を
発
表
し
合
う
と
い
う
内
容

で
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
４
ク
ラ
ス
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
授
業
の
成
果
を
も
と

に
、
市
の
理
想
予
算
を
ま
と
め
、

市
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

児
童
と
議
員
が
意
見
交
流

市
の「
理
想
予
算
」
を
考
え
る

陳

情

書

■
庁
舎
内
に
お
け
る
職
員
へ
の
政
党
機
関
紙
の
勧
誘
・ 

配
達
・
集
金
を
自

　
粛
す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
書

高
木　
　
実

■
国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）の
延
期
・ 

　
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
会　
代
表　

阿
部　
　
伸

■
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
の
不
当
な
声
明
に
対
す
る
要
望
書

信
教
の
自
由
・
基
本
的
人
権
を
守
る
京
都
府
民
の
会　
代
表　

高
木　
　
実

会
派
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た

５
月
１
日
付
け
で
、
至
誠
会
が
解
散
し
、
新し
ん
せ
い
か
い

誠
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
６
月
16
日
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
て
、
市
長

と
議
会
議
長
の
連
名
で
抗
議
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

要

望

書

抗
議
声
明
を
発
表
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本会議の会議録がインターネットで検索できます

発言者、会議名、用語検索などで簡単に検索することができます。
◆検索対象　　平成25年第2回（6月）定例会以降の
　　　　　　　本会議の会議録
　　　　　　　※これより前の会議録は、開催日ごとの
　　　　　　　　PDFを閲覧してください。

南丹市議会会議録検索システムこちらからご覧ください。

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

次
の
財
産
区
管
理
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

胡
麻
郷
財
産
区
管
理
会

宇
野　
弘
一

塩
貝　
正
和

谷
口　
利
雄

谷
川　
増
夫

塩
貝　
友
次

井
尻　
　
勇

山
口　
　
勝

五
ケ
荘
財
産
区
管
理
会

久
野　
秀
一

中
世　
勝
彦

加
地　
一
郎

加
地　
宏
幸

上
段　
敏
雄

山
内　
一
美

山
田　
　
正

世
木
財
産
区
管
理
会阪

田　
昌
平

塩
内　
敏
幸

湯
浅　
義
文

船
越　
　
卓

田
中　
紀
文

字
南
・
字
北
・
字
中
・
字
河
内

谷
・
字
江
和
・
字
田
歌
・
字
芦

生
・
字
白
石
・
字
佐
々
里
財
産

区
管
理
会

林　
　
英
夫

川
村　
明
彦

今
井　
　
崇

野
口　
則
彰

大
野　
　
久

長
野　
　
敏

長
野　
善
美

知
井
財
産
区
管
理
会渡

邉　
孝
義

川
村　
明
彦

大
野　
光
博

大
　
　
聡

長
野　
直
樹

上
澤　
秀
春

笠
谷　
正
司

平
屋
財
産
区
管
理
会

生　
佳
和

外
田　
　
誠

大
東　
　
均

中
西　
幹
雄

小
島　
和
幸

近
澤　
康
司

下
伊
豆　
博
己

宮
島
財
産
区
管
理
会中

島　
典
紀

丸
山　
哲
史

中
島　
武
男

波
多
野　
義
幸

西
澤　
　
亮

大
上　
利
一

川
邊　
清
史

鶴
ケ
岡
財
産
区
管
理
会

佐
々
木　
智
康

川
勝　
浩
代

松
田　
將
男

寺
坂　
進
男

諫
本　
慶
春

大
町　
義
明

相
模　
久
雄

大
野
財
産
区
管
理
会小

中　
　
昭

尾
上　
逸
夫

生　
吉
宏

弓
削　
憲
一

文
字　
雅
之

福
本　
　
義

梅
津　
幸
三

（○は会派代表者、以下は議席番号順）

活緑クラブ

新 風 会

新 誠 会

日本共産党南丹市議会議員団

つ な ぐ

公 明 党

八木　信樹

塩貝　孝之

仲村　　学

小林　　毅

谷尻　宣雄

平田　聖治

下間　康広

木村　　裕

樋口　浩之

河野　啓介

谷尻　昌史

木戸　德吉

村山　好明 堤　　博明 山下　秋則

若井　睦巳 村　好高 吉田　尋子

前田　義明 小中　　昭

○

○

○

○

○

○

このたび、会派に異動がありましたので、全会派を紹介します
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今
回
の
編
集
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
野
良
化
し
た
猫
の
「
か

け
が
え
の
な
い
命
」
を
守
る
た
め
に

活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
出
会

い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
保
護
活
動
に
対
す
る
熱

量
に
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
悲
し
い
思
い
や
つ
ら

い
経
験
を
さ
れ
、
現
在
の
活
動
に

至
っ
た
経
緯
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

と
、
活
動
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
団
体
だ
け

で
は
な
く
行
政
含
め
皆
さ
ん
が
協
力

す
る
大
切
さ
、
そ
し
て
持
続
的
に
活

動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
考

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
か
け
は
し
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
よ
り
見
や
す
く
伝
わ
り
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　

　
（
Ｙ
・
Ｓ
）

ご意見はこちらに

委 員 長／平田　聖治
広報部会長／山下　秋則
副部会長／吉田　尋子
委　　員／河野　啓介　 木戸　德吉　 下間　康広
　　　　　木村　　裕　 仲村　　学

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回９ 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
8/27 8/28 8/29 8/30 8/31 1 2

本会議
（開会）

3 4 5 6 7 8 9
本　　会　　議

（一般質問）（一般質問）（一般質問） 常任委員会
決算特別委員会

10 11 12 13 14 15 16

常　任
委員会

17 18 19 20 21 22 23

本会議 決算分科会
決算特別委員会

24 25 26 27 28 29 30

決算分科会

10/1 10/2 10/3 10/4 10/5 10/6 10/7

決算特別
委 員 会

10/8 10/9 10/10 10/11 10/12 10/13 10/14

本会議
（閉会）

※8月28日（月）午後５時までに提出された請願・陳情等は、
9月定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10
時からの予定です。この日程については予定であり、予告な
く変更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継して
います。
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広 報 広 聴 委 員 会

広報広聴委員会広報部会では、わかりやすく、読みやすい、読んでみ
たくなる「かけはし」を目指して、今回の70号より大幅にリニューア
ルしました。

3年夏のアンケートでいただいたご意見などを参考に、フルカラー化
し写真やイラストを増やしました。皆さんにとって親しみやすい議会だ
よりとなるよう今後も努力してまいります。ご意見等ございましたら、
お寄せくだされば幸いです。

「かけはし」をリニューアルしました

No.70  /  2023.7　

なんたん市議会だよりか け は し

南丹ねこネットワーク（NNN）の皆さん

南丹ねこネットワーク（NNN）の皆さん

■■『頑張る人たち』訪問

『頑張る人たち』訪問
　 南丹ねこネットワーク（NNN）

　 南丹ねこネットワーク（NNN）

■■ ６月議会ではこんなことが決まりました

６月議会ではこんなことが決まりました

■■ 常任委員会ではこんな議論になりました

常任委員会ではこんな議論になりました

Contents
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編

集

後

記
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